
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいき広場 
 

第 43 号  

発行・編集 

広 島 県 警 察 本 部  

生活安全総務課  高齢者の安全と安心な暮らしを目指して 

10月は「減らそう犯罪」地域安全運動月間 

 

運動の重点は３つ 

① 特殊詐欺の被害防止 
○ あなたに逮捕状が出ているなどと警察官を名乗る電話は詐欺です。 

○ 犯人は、「＋」から始まる電話番号（外国の電話番号）から電話を 

かけてくることが多いです。 

○ 外国からの電話や詐欺電話をブロックするオトモポリスが有効です。 

② 地域防犯力の強化 
○ 空いた時間に、地域の防犯ボランティア活動に参加してみましょう。 

○ 身の回りに不審な人がいないか、普段と違う様子がないか注意しましょう。 

○ 犯罪の被害を防ぐために、防犯カメラを家につけることも効果があります。 

③ 犯罪に加担させないための対策 
○ 「高収入」、「簡単な仕事」などの募集は、闇バイトと呼ばれる犯罪の危険があります。 

○ 怪しい募集や誘いを見かけたり、もし闇バイトに応募した人を見かけたときは、すぐに 

警察に相談しましょう。 

 特殊詐欺の被害は、８月末時点で約39億円と昨年

の同じ時期と比べて約６億円増加しています。 

 犯人は、電話番号の頭に「＋」のついた外国から

の電話を使ってかけてくることが多いです。 

自宅の固定電話や携帯電話に、外国からの電話が

かかってこないようにするには、 

○ 固定電話は、「国際電話不取扱受付センター」 

へ利用休止の申込み 

○ 携帯電話は、「オトモポリス」 

が有効です。 

 

特殊詐欺の被害に遭わないためには 地域の見守り活動への参加 

地域の見守りや声掛けが犯罪を防ぐ大き

な力になります。時間の合間を見つけて、

お住まいの地域の防犯ボランティア活動に

参加してみましょう。 

参加が難しくても、ウォーキング、ジョ

ギング、買物、犬の散歩、花の水やり等の

普段の生活の中で、子供たちを見守る活動

をすることもできます。 

子供を見守る目が増えることで、子供の

安全と安心につながります。 

「オトモポリス」の 

電話ブロック機能は 

こちらをご覧ください 

警察では、10 月１日から 10 月３１日までの１か月間を、「減らそう犯罪」

地域安全運動月間として、犯罪を防ぐ取組を強化します。 

この機会に、犯罪にあわないための正しい知識を持ちましょう。 

空いた時間に、無理のない 

程度に活動をしてみませんか 


